
一第105号 ―

一年間で最も行事の多い夏

休みも終り、各団の行事や第

9回 日本ジャンボリーも無事

成功裡に大会の幕を閉じ各団

の指導者には大変な御協力を

賜りましたことを厚 く御礼申

し上げます。団発足以来伝統

と誘りのある第一団の委員長

を仰せつかった時は毎日が心配の連続でした。しかし

一年間皆様の励ましと御叱声により今日あることを心

より感謝しております。

最近の激動する社会状勢の中で子供達が何を社会に

求めているだろうか ?子供達自身実践可能な範囲を広

げることにより、公益優先をモットウとする、スカウ

ト精神に満足しようと心がけていると思う。私は先般

あることで教師と相談の中で先生と子供の発言のどち

らを信用するか、二者択一を迫られたとき私は迷わず

に子供を信用すると言ったものです。

自らを信ずることのできない者に他人を信ずること
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浜松第一団 団委員長  松 T 欣 司

は到底できません。法林寺におけるfesti=フ ェスティ

ヤサカは団役員父母指導者全員の参加により親睦を計

り規律を守り自分自身を厳しく錬える事を重点に参加

者全員の発言を戴き、第一団に入っていて良かったと

他の団の人に第一団の旗の下の誇りと幸せを自慢ので

きるものにして参りたいと思います。今後共公私に亘

り御協力をお願いいたします。私は常々思うことです

が夜店で買ってきた金魚は僅かな日数で死んでしまう

何故だろうか ?大 きな池の中で何の規則も制約も何の

不自由もない儘育てられた金魚を小さな金魚鉢に入れ

られるとすぐ死ぬより他に道はありません。今の社会は

選択する時代で自分を中心に世の中が回転していると

錯覚しております。この時代にこそスカウト精神が必

要です。カブからボーイとその実践段階に相違こそあ

れ精神の一貫したもので今の社会に欠く事のできない

必要条件です。スカウトの輪を広げ世界状勢の厳しい

現在私達の灯した小さな火が遼原の火となり世界に連

る大きな火の輪となり燃えさかることを期待します。

今後共全員で団発展の為に御協力をお願い致します。

昭和6:年 10月 25日発行

ミ
大自然ミを愛し理解しよう

「スカウトの自然研究はこの世界

が美と神秘に満ちていることを、

より深く知るためにするのであり

神が君たちに、そういう世界を楽

しむために贈ってくださったのだ」

― B― P一

そなえよつねに

日 日の 善 行
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スカウトは,いわば頭の後ろにも
人なら見のが してしまうさ細なこ

目をもって,遠 くでも近 くでもヮ普通の
とにもヮ気をつけていなければならない。 ―第105号 一

地区大会に想う

地区委員長 内田 時世

S S61年度地区大会のご挨拶

を申しあげます。

ご来賓の皆様にはご多忙の

ところを、わざわざ今日の大

会のためご出席をいただきま

して有り難うございました。

栗原市長さんを始として市

関係の皆様のご理解によって、

ここ浜松城公園の中央広場において今日の地区大会が

開催されることになりました。今回は久しぶりにガー

ルスカウトの皆さんと共に大会が開催できることにな

りました。

皆様ご存知の通り、この公園は天皇在位50年 を記念

して計画され、在位61年で完成する、すばらしい公園

です。

かつて、ここは、50mプールのあったところ、動物

園のあとは、家康の家臣作佐えもんの屋敷跡 (戦場よ

りの愛情こもった短文で有名な)作佐ざの森、

火の用心、おせん泣かすな、馬肥やせ。

立派な日本庭園があります。その一角には、第 2次

世界大戦で犠牲になった、3,549名 の被爆者慰霊碑があ

ります。

浜松地区はまだまだ32年 の歴史しかありません、し

かし、この流れの中で、多数の君たちの先輩が、成人

スカウトとして活躍しています。

近頃、教育の荒廃が叫ばれています。どうか、勇気

をもって、仲間の先頭に立って、奉仕の実をあげてく

ださい。

人のお世話にならぬよう。  人のお世話をする
よう。そして、むくいを求めぬよう。

後藤新平初代総長のこの、自治三訣の言葉を今一度

味わってください。ビーバーの皆さんは正式に加盟登

録されてから、初めての地区大会だとおもいます。先

輩をのりこえるような、スカウトになってください。

明日のため、今日一日をたのしく元気で頑張りましょ

う。

地区大会に想う

実行委員長 木村  清治

このたびの地区大会に付き

ましては、各委員長さんを始

め各方面の皆さんの心暖まる

協力により準備期間が少なか

ったにもかかわらず、まずま

ずの出来に終わる事が出来ま

した事′亡ヽから御ネL申 し上げま

す。更にリーダー、団委員の皆

さんには特に制約の多い場所だけに何かとや りにくい

点があった事と思います。にもかかわらず各コーナー

は、団委員・リーダーの協力のもとに朝早 くから設営 _
に入り、スムーズに開会式・の運びとなり誠に感謝に耐

えません。この大会も何かと反省をすることは多多あ

りますが、まあまあの出来と思います。私も不慣れな

ため、講評の時は言わなければならないことをころっ

と忘れてしまい誠に失礼をしました。私個人の感じた

ことは、非常に暑い時だけにかき氷屋は、のきなみ大

盛況でした。これは当然の事と思いますが其の他のコ

ーナーでは、やはり歩いてみよう遠州史跡巡り、これ

には大変大勢のスカウトやお母さん達が汗を流してい

ました。次にやはり自分の手で道具を握 り物を造ると

云う事に非常に魅力があるようでした。お母さん達も

子供といっしょにのこぎりでごしごしやっていた姿が

印象的でした。印象的と云えば、マレーシアの若い男

女を混えてあの暑い所で一日中ダンスをしていた事、

韓国のコーナーに大変美しい民俗衣裳に合う女性が愛

嬌を振 りまいていたこと、いずれにしましても各団の モ
^ン

協力によりなんの トラブルもなく事故もなく幕を閉じ

る事が出来、実行委員長として、心から感謝申し上げ

る次第です。
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地区大会雑感

浜松6団 中島 繁光

「ひろげようスカウトの輪」をテーマにして、ボー

イスカウトガールスカウト浜松地区大会が 9月 7日 浜

松城公園で開かれ、ガールスカウト16ヶ 団450名 、ボー

イスカウト22ヶ 団1,250名 が参加、ゲーム、ウォークラ

リー、各コーナーを通じて、相互の友好と親睦を深め

た。

さて、この大会を含めて、いままでの地区大会をメ、

りかえってみた。大会とは何か。この教育的効果は何

か。目的がしっかり設定されたか。企画はどうだった

か。計面は充分だったか。準備はどうか。そして、当

日楽しくて愉快だったか。

まず第 1に 「参加」しなければならない。第 2に 、

プログラムとそれへの分担及び役害1を もたなければな

らない。第 3に は親睦である。集まって、励ましあっ

て競争する。自己の足らない点、まさっている′点がわ

かる。そしておおいに学ぶ。この教育的なねらいが第

4である。最後に、スカウティングに対する理解を深

め、もっとも大切な熱意一スカウトも成人も一のボル

テージを高める効果が第 5である。

企画し、計画し、実行し、評価する。このプロジェ

クト及び、プロジェクトメソッボが充分にいかされた

だろうか。そして、もう1つ、地区委員会のシステム

が、これに充分に対応できただろうか。

1人 1人のみんなが、自分流に採点して、あらため

るべきは、しっかりとあらためよう。よい点はどんど

ん伸ばそう。スカウティングが、本物になるように、

もっともっと頑張ろう。

We are a Movement,not an organizationo We w  r

work through love and legislation.

我々は,組織でなく,運動である。我々は,愛 と。
「おきて」によってこの運動をしている  〇

市 町 村 別 団 分

浜松第 6団 30周年記念式典

浜松 第 6団

去る10月 26日 午前 9時30分 より住吉町、住吉青少年
の家で発団30周年記念式典が挙行されました。

尾崎忠次連盟長を初め大勢のお客様をお迎えして、

厳粛な中で式典が滞 りなく行うことが出来ました。当

団関係者一同心から感謝致しております。有難うご座

居ました。式典後、会場にて当団自慢のうどん、ジュ

ース、ポップコーンに舌鼓を打ちくつろいでいただき

ました。

私達浜松 6団 、皆様よりいただいた、ご指導、ご激

励の言葉を胸に益々の発展を目指し前進する所存です。

今後共よろしくお願いします。 弥栄

昭和 61年 1
ボーイスカウ

0月 10日 現在
卜静岡県連盟
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浜 地 区 協 議 会
日召春日61年 9月 4日体PM 7 :00～ 9 :00

浜松市福祉文化会館

地区協議会長 初,本 冬彦               指導者養成委員長 ′jヽ山 定雄
「ちかい」は、守らねばならない。「おきては」は実行    定型は済んだ……非定型は未だ。いずれにしても参
されねばならない。                  加者が少ないのが現状である。もっと、参加を願いたい

コンセンサスを得て、みんなの力で、 進歩委員長 山中 洋一
1。 浜松地区進歩 0進級かべかけ表の作製について浜

松地区22ヶ 団の進歩状況のまとめにより

②進歩委員の連携の強化

②各隊のリーダーヘの進歩情報の提供

③地区全般の進歩制度への関心をたかめる

④スカウトの進歩・進級の促進

等をはかる為、今後も継続して行います。

2。 菊・隼・富士章の取得について        _v
今年度は、全般的に少ない。面接の回数を増やした

らどうだろうか。

地区財政委員長 大木 俊夫
駐車場整理謝金の使途について地区協議会、地区委

員会のコンセンサスを得たい。(特別会計へ )

健康・安全委員長 平山 木―
・破傷風予防注射の施行無事終了。感謝。

・救急法講習会への参加をお願いしたい。

大田山野営場委員長 宮澤 広士
本野営場は、非常に優れた野営場であることを再認

識し、多数の利用を願いたい。今後の作業として

①道路から上の野営地の開発

②上段の管理棟を細工物作業場として利用したい。

地区コミッショナー 玉木 功―
1.部間毎のリーダー会は、小地区で行う。
2.小地区に部間担当を置く。

東   西   南
⌒ ビーバーカブ担当 富 田 北 川 川 上  _
案 ボーイ   担当 近 藤 鈴木(4)大 田  ~V 
シニアー  担当 滝 川 野 口 片 山
訓練チーム 担当 中 島 神 谷 後 藤
3.地区コミ研究連絡会は二ヵ月に一回行う。
4.小地区担当コミを今迄通り置く。
5。 小地区で実行し効果が多ければ、63年に小地区を

地区とする準備をし、64年に地区とする。

CS担当副コミリll上  文雄
……両親の求める息、子の幸せと、指導者の考える幸

せとの間にギャップのないようにせねば……

BS担当副コミ近藤 孝明
……各自の分担・役割の理解に留まらず、その班・

隊等々全員の分担・役割に精通していれば協働態勢が

とれ、その組織体が大きく育つと思いますが…少気達

の入隊時の瞳の輝きを中断させないためにも浜松地区

の皆さん、もう一度考えて下さい。

SS担当副コミ神谷 恭二
シニアーの活動の特徴である『委員会活動』の重要

性を再認識してほしいと思います。

松

地区委員長 内田 時世
ある書によると、九オ頃までの子供に、事の善悪を

きめこまかく教え込んでやらないと、子供は、人間と

して最低限必要なモラルさえ身につけることができな

い。子供の将来にとって不可欠な条件であるセルフコ

ントロールの力は、九オ頃までにつけてやらないと、

一生つきにくいと言ッてよい……児童期後半、親と指

導者に対する適応が、社会への適応に変化し始める。

子供が、自律的適応の時代を迎えたことになる。この

時代に子供がなさなければならない最大の課題は、『適

応の内面化』である。世の中のモラルを自分の心のな

かにとり入れて、そのモラルに適応することが適応の

内面化である………

このようなことについても勉強してほしいと思う。

東小地区委員長 木村 清治
………魅力あるカブ隊と言うことで、カプの野営に

ついて多数の意見が寄せられている。地区の皆さんに

よく検討をして頂き統一した見解を出して欲しい、そ

して、宜しくご指導をお頼い致します。

Q。 ・……ビーバーは、どうする……0宮澤氏より

南小地区委員長 奥:奉 達司
……小地区制度を見直す時期に来ていると思います。

現在のままの小地区制度を継続するとなると、教育規

定との兼ね合いもあろうかと思いますが、型はどうあ

っても各団委員長は、地区委員会のメンバーとしての

組織作 りをする事を提案致します。

西小地区委員長 宮澤 広士
1。 野営場案内書の作製

2。 指導者の確保について

リーダーの処遇や安全確保  _
リーダーが経済的 。精神的に安心して奉仕が出

来るような方途について研究を進める。

3。 小地区合同のカブラリー (H月 15～ 16)

若干の経費を必要とするが、其の捻出は ?

組織・拡張委員長 石津  宏
61年度の登録 (次頁)を見ると、県下で568名 の減と

なっている。今、スカウト拡大 (獲得)が最大の課題

となっている。スカウト活動の良さを強力にアッピー

ルすると同時に、スカウティングが正しく理解される

よう行動する事が大切だと思います。
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判巨癬斐の力広 磯長・力広 フに を

このところ、スカウト人口が徐々に減少 しつつあ

ります。皆様方の団では、如何でしょうか。

県でも、カプをボーイを増やそうと呼びかけてい

ます。その中で、特に、ビーバー隊員を増やそうc

ビーバー隊の発足を促進 しようと強く呼びかけてい

ます。でも、今は、新隊員募集の準備に追われてい

ると思います。そこで、いろいろデモンストレーシ

ョンをした り、「ちらし」を配布 したりしているこ

とでしょうc見て楽 しいことも大切ですが、入団の

問い合わせ先を、ハ ッキリ・タップリ記載 してお <

のも重要なポイントです。親達の気持ちになれば、

ごく当たり前ですが・………

右のは、富士宮第 2団のものです c参考になるこ

とが多いと思います。この団では、簡単な BSにつ
いてのQ&Aを のせたのも使用 しています。
良いアイデアで、スカウトを獲得するよう皆さん

頑張 りましょう。

入国の問い含せ先
1  入 団 申 込 書
1申込書

|(圭 所

1氏 亀_________

ボーイスカウト富士宮第2団

表況現録登

野や山で
みんな楽しく
あそぼう/

た ICSIBSISSIRSI 計 定 I CSIBSISSIRS 貫コ
CSI BSI SSIRSI 計

禦
段
認

富  士

富士 宮

692112340
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9NJに 参加 して
静岡31隊隊長 近 藤  孝 明

4年 ごとに開催される、日本ジャンボリー、この宮

城南蔵王は今度で 2回 目です。バスで会場に到着、31

隊は北海道担当の第 1サブキャンプ場です。この lS
Cは第 7回の御殿場でもおせわになりました。この 1

SCは今度新しく開拓した処で、アリーナから歩いて
30分の処、ジャンボリー会場の一番奥そして浜松の各

隊はこのlSCの一番奥でした。今度のテーマ、自然
と創造のテーマに一番メ、さわしいサイトではなかった

かと思います。又このサイトの狭いこと、そしてけい

斜の強いこと考えていてもサイトは出来ません。昼食

をすませ、全員玉の汗を流しサイトの設営、出来たと

きは夕方でした。夕食をすませ夜空を眺めれば浜松で

はとても眺められない、・満天の星空です。きれいだな

あとしばらく眺めていてもあきない星空です。夕やみ

につつまれ開会式の始まり、国旗、ジャンボリー旗、

班旗群の多さ、そして大営火に映え、音と光にスカウ

ト達は感動したことでしょう。スカウト達は友情ゲー

ムで友達を作 り、選択プロバラムに挑戦し汗を流しま

した。

スカウト達が楽しみにしていたジャンボリー大集会

の初まる頃雨が降りだし大集会は流れてしまいました。

この大集会に隊旗がどこかにいってしまいました。

さあ大変、持っていったスカウトは青 くなり、あちら

こちら捜してもみあたりません、届出を出しても、ぜ

んぜん反応なしです。その間にも雨はやまず、その雨

足の強い事、しかもここらで云うドシャ降りの雨、こ

の雨量で道は川、サイトの測溝はあメ、れんばかり、徹

夜で見廻る朝 4時頃サイトに水が入りそう、リーダー

の皆さんに起きてもらい水が入りそうな処を修復し、

朝食、他県のサイトで1ま避難した隊があるとか、浜松

隊は全員意気軒昂でした。しかしながらスカウト達に

とって一番楽しい 2日 間を雨で流してしまい残念でし

た。雨が上り選択プログラムに再度挑戦、全員がパイ

オニア賞を獲得出来たことはうれしい事でした。その

うれしいことはもう一つありました。隊旗が出てきだ

ことです。誰かわかりませんが他県のシニアスカウト

が、あの大集会、足で踏まれ泥だらけになっていた隊

旗を拾い洗濯をしてもってきてくれました。ほんとう

に有難うご座居ました。紙面をかりてお礼申し上げる

す。

閉会式で幕をおろして 7日 早朝より搬出、バスを待

こと3時間、仙台にて七夕を見学無事浜松に帰着しま

した。スカウト達にとってこの7日 間は大変貴重な体

験をしたことだと思います。この体験を活かしすばら

しいスカウトになっていくことを念願します。

弥栄

9NJに 参加 して
34隊隊長 神 谷  恭 二

今 日までの準備を思い出しながら……、快晴の朝、

バスに乗り次いで蔵王連峰につつまれた、第 9回 日本

ジャンボリー会場に到着しました。静岡第34隊は第 1

SCへ、第lSCは北海道連盟が担当です。第 lSC
は中央アリーナーから歩いて約30分 と遠 く、9NJ会
場の内でも一番遠 く、13S Cと 共にひと山向うと思う

程に離れた所でした。 lSC内 も今回 (9NJ)に 合 ―

せて新しく開拓された、キャンプサイトで、9NJの
テーマ ｀自然と創造

″
―空のように広 く、蔵王のよう

にたくましく一、にぴったりのサイトでした。変化に

富み、半分は泥でぬかるんだ道を力を合せて、未開発

の自然を
｀
大切に
″
を合い言葉に立木伐採は禁止され

てのキャンプサイト造 りは思うにまかせず、玉の汗を

流し、苦労しました。楽しい夕食を終えたころより美

しい広い明るい夜空が間近に大きく拡がって、満天の

星が美しい夜でした。開会式を前に、浩宮さまが、 1

SCを ご視察され真下に殿下を拝見することができま
した。殿下は非常におやさしくにこやかで身近な方に

感ぜられました。スカウトの持つヨウヨウにも仲間入

りされる程でした。夕ぐれ空に9NJ開会式、光と音
と人の和で、三万人のスカウト、一万五千人の見学者

国旗、ジャンボリー旗、班旗群が大営火に映えて、そ

の雄大さに感動した一時でした。友情ゲームでジャン

ボリーの始まりです。スカウトは友達を求めて、上に～―̂―

下へと、走り廻 り、成功組、残念組と友情ゲームで先

づ友達づ くり、選択プロは班参加、協力して一つ一つ

挑戦に汗を流すスカウト達でした。ジャンボリー大集

会の人員配分も終り、大集会が始まるころより雨功 ぼヾ

つぼつ降り出し、時がたつにつれて雨足も強くなり雨

台風のしゅう来で残念ながら大集会は中止、キャンプ

サイトの点検、整備に一致協力、荒天準備で時間もす

ぎたが、何せ雨量が多くキャンプサイトのテントの側

溝は小川の様に水が流れて道は滝の様に流れ、雨で丸

一日ジャンボリーも止った。午後には雨も上 り会場の

整備からジャンボリーもいきをお、きかえし、選択フロ゚

も挑戦が始まった。わヒ戦出来なかった選択フ
゜
口もこの

豪雨の中での体験は、出来なかった。いくつかの選択

プロと同じ、それ以上であるとの暖かい計らいにより

残されたチャンスに出来るかぎりの多くのプロに挑戦
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することによりP賞 は授与されることとな
りました。

会場整備活動で撒営が始まり、SC内 は又戦場
の様に

人が流れ、雨台風の雨水が、湧き水
となって流れこの

水を撤営の洗い水に使い災
いの水もこの時ばかりは恵

みの水となりました。長い様で短 く感じ
たジヤンボリ

ーも大営火のもと光と音と人、旗
の波でさしも広いア

リーナも湧きかえり名残りおし
い ロ`ーツクの火

″で

第 9回 日本ジャンボリーも又逢う日を約束
して終りに

なりました。

日本ジヤンポリーに参加して

浜松10団 高橋 正樹

第9回 日本ジャンボリーに参力日して僕
は、よかつた。

ちょうどいい年にボーイスカ
ウトに入ったと思った。

全体の一部しか参加できな
いのに、僕達の団は、中学

二年生のほとんどの人が参力日でき
た。

いろいろな事前訓練をして、いざ出発と
なると、と

ても不安だつた。出発した日は、電車
の中でオaた 。だ

けどあまりねむれなかった。

サイトに着いて会場の広さにおど
ろきました。SC

入口から僕らのテントまで路離がある
ので荷物を運ぶ

ときにとても疲れました。

雨の日でテントの中まで水が入
ってきましたので、

ねぶくろが、びしよびしよになりまし
た。テントの中

に水が入ってきたことは、団キャ
ンプの時に一回あっ

たのであまりあわてませんでした。ジヤ
ンボリーの時

には、大雨が降ると聞いていたけど
やっぱり降りまし

た。

しかしこのようなついていな
いこともあったけど全

員がパイオニア賞をとれてよか
つたで
｀
すOパ イオニア

賞をとるまでには、友情ゲームや
サブキヤンプトレイ

ルのようにほかの SCま で
｀
行かないとスタンフ

゜
がもら

えないものや火起しや班旗たて
のように20分 もあれば

終わるようなものもありました。
このようなものも合

格してパイオニア賞をもらえて、と|て も、
うれしかつた

です。

ジャンボリーに参加出来た事は、
ボーイスカウト活

動の良い思い出になります。

日本ジヤンポリー

浜松11団 ライオン班 班長 鵜 飼  敏 成

tFく にとつて
｀
ジヤンボリーというものは、とても

遠い物だった。まだ、小学校一年
の時から、兄につい

てヵブというものを見ていたために、
ジャンボリーと

いう存在をしって、とてもあこがれま
した。

しかし、そのあこがれにやつと
たどりつ くことがで

きました。そして、そのあこがれ、も
終わつてしまい

ました。

でも、簡単に書いているようだけどそ
の五日間は、

とても苦しくそして楽しさもありまし
た。苦しさとい

ぇば、台風のためテントがしん水し
たことや、その時

の雨のため、 1、 2日 は、まともな
ご飯を食べれなか

ったこと、そして、やはり、時間に追われ
ることでし

た。

でも、苦しさだけでなく、心に
のこつたこと、楽し

さも数多くありました。雨のため、中
止になってしま

ったジャンボリー大集会もぼくにと
つては、心にのこ

る行事でした。それは、ジヤ
ンボリー旗がやれたこと

です。せっか くのジャンボリーな
ので、なにか、一つ

とてもノとヽにのこる事をつ くりた
いと思っていましたが、

それもたっ成でき、とてもよか
つたです。そ孝しに、北

海道の人達との交流
パーテイーなど、そして、一番、

楽しかったのは、友情ゲームでし
た。このプログラム

のおかげで、数多くの仲間ができた
ことでしたOな ど

など、かぞえきれないほどの喜怒哀楽
がありました。

しかし、このジャンポリーで、す
べてがおわつたわけ

ではありません。このジャンボリーを第一歩と
して、シ

ェアヘ行っても、がんばり、外国のジャ
ンボリーなど

に参加し、また、2歩 、3歩 と進ぽし
ていきたいです。L_
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キャンプの思い出

浜松第1団 CSく ま 平 井  雅 之 (県居小5年 )

ぼくは、このキャンプで 1番楽しかったことはきも

だめしです。なぜ楽しかったかというとそれは、大人

の人達が、通 り道に何かぶらさげておいて、そのぶら

さげてあるのにみとれていたら横からおどろかしたの

で、すっごくおどろきました。それだからきもだめし

のおもしろさはこれだなあと思いました。

2番 目に楽しかったのは、 トーテムポール作りです。

絵を書いてそれをほってたのしくするのです。ぼくら

の組のと2組のが不動寺のさくらの広場においてもら

ったのでうれしかつたです。また不動寺へいって、そ

の トーテムポールがのこっているか見たいです。とて

も楽しいキャンプでした。

浜松第1団  CSう さぎ

'青

水  啓 介 (県居小3年 )

平回の不動寺でキャンプをしました。 2日 目の夜に

キャンプファイヤーをすることになりました。組しゅ

う会で練習したげきの「ゲゲゲのき太郎」をするので、

できるか心配でした。ぼくは工事屋の親方と目目連の

声をや りました。なのであんまりすることはありませ

んでしたが、なる

べ く大きな声を出

してや りました。

はじまる時、どき

どきしました。せ

り』、はおぼえてい

たけど、あまりう

まくありませんで

した。だけど、自

分では力いっぱい

やったので、くい

はのこりませんで

した。こんどげきをやる時は、

といいなと思いました。

浦川での想い出

浜松1団 ボーイ隊 山本 欣徳
8月 24日 ぼくらの1団 では浦川でキャンプをした。去

年は伊豆に行ったが今年も電車で行 くキャンプなので

楽しみにしていた。

飯田線の電車の中ではキャンペーンガールと一諸だ

ったのでにぎやかであった。浦川駅から歩いて 8分位

の所にキャンフ
゜
場があった。焼肉、弁当、ジュースな

ど十分あって満足であった。

アユの塩焼きはめずらしく皆んなよろこんで食べた。

アユのつかみ取 りや西瓜わり、宝さがしも楽しかった。▼

静かな山と川でのキャンプほど楽しいものはな
い。ぼ

くは 9N Jに都合で参加できなかったのでこの浦川で

のキャンプがこの夏一番の想い出となっている。

行きも帰 りも電車であったためキャンプが一段と楽

しかった。これからもゆっくり電車に乗って遠征しキ

ャンプしたいと思う。

日帰リキヤンプの想い出

浜松1団 ボーイ隊 鈴 木  教 正

浜松 1団では浦川へ日帰リキャンプをした、浜松駅

から電車に乗って飯田線浦川駅で降り、キャンプ場に

入った。電車は団体で300人 くらい乗っていた、電車の

中も楽しかったが、現地でのバーベキユーは肉や野菜

が多くさんあって満腹であった。川原でのアユの
つか

み取 りや、西瓜わり、宝さがしなどとてもよかった。

僕はアユを取って小さな子供たちに分けてあげた、こ

れも善行になると思ったからである。また遊泳もおも

しろかった。これは山の上からタイヤにつかまって
ロ

ープを滑りながら水上に飛び降りる。スリルのある遊

びであった。これは何回やつてもあきなかった。帰り

の電車の中ではジユースやお菓子を売っていたので皆

んなお腹がすいていたから買つて食べた。これがとても

おぃしかったので想い出に残っている。

キャンプフアイヤーのこと

キャンプの想い出

なるべ くうまくやれる
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キャンプに行って

BSH森 田 浩 直

ぼくはキャンフ
゜
lこ いってよかったことがありました。

火のおこし方をおそわりました。たけを半分にしてと

め台を作りたけをりょう方にこすったら火が出ました。
メ、しぎでした。山へいく前は、いきたくありませんで

した。いったらロープウェーにのってついたら歩きま

した。すずしく空気がおいしかったです。山へいって

絵を書きました。それから赤はんを食べました。とて

もおいしかったです。それから帰 りました帰りもロー

プウェーを乗りました。バスで帰りました。つぎの日
_ にプールに行きました。フ゜―ルがあかだらけになって
いました温水プールで

｀
およぎました。およいでいたら

つかれたのですべ り台で遊んでいました。すべ り台は

きもちよかったです。下につめたいプールがあったの

でそこでおよぎました。およいだあとあそんではいっ

てしまいました。時間になったのでプールから出てか

ぎをはめました。バスで帰りました。帰るときになり

ました。と中休けいです。キャンプにいっておもしろ

かったで
｀
す。

4年 BSH団 橋 本   昇

8月 26日 から28日 まで、たてしな高原白林台キャン

プ場にいきました。一だいのバスでカブスカウト、ボ

ーイスカウトといっしょにいきました。山の中のしずか

なキャンプ場でした。バンガローには一へや 6に んで

とまりました。ついてさいしょににゅうじょしきをし
て、へやのそうじをして、火のおこすくんれんをしま
した。ぼくは、ごはんのとき、やさいをきったりしま
した。とってもおいしかったです。っきのよるごはんを
たべてから、キャンプファイヤーをやりました。火の

回りでうたったりおどったりしました。キャンプファ
イヤーがおわると、つぎに、バンガローのうらに行き、
きもだめしにいきました。二人で1組になりくらいと
ころにあおいものをおきにいきそれをつくえのうえに
のせて、つぎの人は、それをとりにいってもってかえ
つてきてとそれをどんどんくりかえすのです。ぼくは、

とりに行くほうでした。となりになる川の音がザーザ
ーいつているのできもちわるくて、ちょっとこゎかっ

たです。それもおわり、もうねました。「つぎの日バス

でロープウェーの入口までいき、それでロープウェー

にのって、山の上までいきました。ボーィスヵゥトは、
ぼくらが、ロープウェーできた所を歩いてきました。
みはらしがとってもよかったで`す。それでまたロープ

ウェーにのってかえりました。しゅうてんでとまると

きがったんてなって、おもしろかったです。バスで、
かえりへいかいしきをやりそうじをやってかえりまし
た。とってもおもしろかったです。

キャンプヘ行ったこと

BSH団 鈴木 尚徳
8月 26日 から2は くのキャンプに出かけました。場
しょはたてしなです。出発する時、ぼくは、気持ち悪

くなってしまったので、不あんで楽しくありませんで

した。でも、がまんをしてバスにのりこみました。バ

スの中では、楽しくてす ぐに気分がよくなりました。

それは、たくさんの友だちがいたからです。ロープウ

ェイは、高くておもしろかったです。また、お』、ろの

ようにあったかいプールにも入りました。はじめて、
7時間もバスにのりましたが、とてもたのしいキャン
プでした。来年もまた、いきたいと思いました。

日本ジャンポリーを見学 して
BSH団 関 浩太郎

夏休みに、ぼくは、東北の蔵王で行なわれた、日本

ジャンボリーの見学たいに参加しました。行 く前、ジ

ャンボリーって何だろう、どんなことをするんだろう

と、とても楽しみでした。

着いてみると、そこには数えられないくらいたくさ

んのテントがはられていました。外国人もいてびっく

りしました。ボーィスヵゥトのお兄さんたちがほうぼ

うで休むひまもないくらい働いていました。台風が通
った後なので足元が ぐちゃぐちゃしてぃて、すべって

ころびそうになりましたが、いろんな所を見てまわり

ました。でも、ぼくたちが行ったのは大会の最後の方

なので、もう片づけをしていて、いろいろ作ってあっ

た物を全部見ることは出来ませんでした。ちよっと残
念でした。閉会式は、ボーィスカウト全員が参加して、
楽器のえんそうや花火も打ち上げられて本当にすごか
ったです。

今度、日本ジャンボリーがあるときは、ぼくも参加
してみたいです。

団キャンプ
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引佐二団 ビーバーのたび
8月 30日 西から東へと二俣線に乗って一日走りまし
た。すばらしい体験をしてきました。

汽車の乗り降り、車中でのマナー、見学する態度な
ど、低学年なりに上手にできたのも、ビーバー隊の一

員であるという自覚がどのスカウトにも芽生えてきて
いるのだなと思いました。

一― 楽しい旅をする中にも、きびしさあリーー
カブ隊、ボーィ隊へと上進していくビーバーの子供

達を、スヵゥト活動を通して、み力のあるボーイ隊へと

定着さてせいくよう、リーダー・育成会員お互に協力

し合う事が大切だと思いました。 (隊長 )

かけ川城での、めいろあそびは、おもしろかったよ。

泰宏。勇作。滋

二俣きかんくで、せつめいをきいたり、しつもんで

きたりして、いろいろわかってょかったよ。

俊和。誠明。哲也。裕厚。

きかん車のえんとつの中、おかまの中にはいってま
っ黒になったよ。 克俊。tto tt。 英
き車のまどからながめたけしきはよかった。風がか

おにつよくあたったので .″ワィワイワイ。″

亮。新策。剛也。太郎。

トンネルがいくつあるか、いっしょうけんめいにか

ぞえたよ。        命。修平。公亮。訓宏。

緑のはねぼ金
引佐2団カブ隊安間 康憲

ぼくは、緑のはねのぼ金で、はこをもつや くをしまし
た。はじめは、はずかしくてできなかったけ どだんだ

んになれて来ると、大きな声で言うことができました。
お金をt入れてくれたときぼくは、とてもうれしか
ったです。「どうして入れてくれないのかなあ。」と、思
いました。

ボーイの人も、ビーバーの人も、みんなで大きな声
を出していましたが、ぼくも、頑ばろうと思ったけど
少ししかうまく言えませんでした。そして、多くさん
のお金が集まりました。とても、うれしかったです。
みんなで、力を合わせたから出きたと思いました。こ

れからもみんなと、頑ばっていきたいと思います。
ぼくは、今年になってから入たいしました。奥山か

らは一人です。みんなに、いろいろ教えてもらいなが
ら自分の力ですすみたいと思います。

三岳山キャンプ
引佐2団ボーイ隊 (引佐南菩6中年2)巨 島  善 道

6月 14、 15日 と近 くの三岳山でキャンプをした。ぼ
くは部活があったので少しおくれていった。 7人 ぐら
いきていて、もうす ぐ夕食という、うまいタイミング

にきた。三岳山の坂は、はっきりいって、きつい。つ

かれる。だから少しシャブシャブのカレーもうまくか

んじた。夜は肝だめしをしたが、たいしてこゎくなか
つた。(そ れより、テントの中から神社が見えるので不
気味だった)夜は話がはずみ、みんな、なかなかねつ
かなかった。15日 は音阿舌があるのでハイキンパに参加
できないけど、ゆかいなキャンプでした。

引佐2団ボーイ隊 (金指小6年 )中 本寸 真 志
8月 22日 から、8月 24日 までキャンプを行ないました。
ボーイのキャンプは今年がはじめてでした。テントを
はったり、ごはんを作ったりしました。うまくは出来な
かつたけれどいい勉強になりました。村くしの海岸で
およざましたがしおの流れがきつくて、流されてばか
りいました。けれども、おぼれそうになるような、あぶ
ないことはありませんでした。この2'自 3日 のキャンプ
は夏休みの思いでとなり、よい勉強になりました。
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特別寄稿

団運営について

浜松26団 団委員 宮 田 今 郎

永年スカウト活動をしていると、団運営上で各種の

問題解決に苦労することが多くあります。

苦労を苦労とせず、スカウト精神で解決し、より活動の

向上を計るのが正しいことであろうが、時と標てスカ

ウト精神だけではスムーズに解決できないことがあり

ます。

たまたま仕事の関係で愛知県、千葉県、浜松市と転

勤して浜松26団 の団委員として 4年 目を向かえました。
お世話になりました各団ではいづれも、発団前後の団

運営にあたる機会が多く、発団の準備、発団式のセレ

モニー、発団頭初の隊活動等の運営面について、先輩

各団から大変親切な指導、援助を頂き数多くの貴重な

経験をさせで頂きました。

先輩の方々から指導頂いたうちで技能面以外にスカウ

ト活動で一番大切なことは何かというと「ちかいとぉ

きて」の実践にあるとのことであります。

ウッドバ ソヽヂ研修所でも「ちかいとおきて」の実践が

スカウト活動の原点であると指導頂きましたが、この

実践を難かしいと考えるか、一歩一歩努力して実践す

るか。永い間には大きな差になると思います。

スカウト活動はスカウト中心にあるべきなのは当然

でありますが、時として大人が中心となるケースもあ

り得ます。

団運営上の問題発生時がこのケースです。

隊長や リーダーと団委員の対立、団委員どうしの意見

のくい違い、育成団体と団委員の団運営方針の考え方

の違い、父兄とリーダーとの意見等の トラブル、クレー

ム、対立があります。

団という1つの組織がかかえる環境の変化、状況の変化

に継続的に適応していくためには、団|]そ れぞれの変

化に合わせて方向性や組織体を主体的に変革していく

柔軟性が必要かと思います。

このプロセスでは、スカウト活動の原点に立ちかえる

ことが基本かつ重要であるとともに、現在の知識をす

て、新たな知識を取得することも必要であります。・

物ごとの対立というのは、活動の進歩、発展、拡大

につながる原点で1ま ないかと感じます。

大きくは、米との対立、国会での与野党の対立、教育

「やくそく」は,すべて大切にすべきで,決 して破ってはいけない。名誉
にかけてすると「やくそく」したことを破るくらいなら死んだ方がよい。 ―第105号 ―

現場での対立、最近話題になっている地域住民とある

組織との対立等がありますがこれらの対立の解決を方

向づけるのが人間の社会生活の 1つであります。具体

的には話し合い一―人間の見識さが対立を解 く根本で

はないでしょうか。

浜松26団 におきましてもイデオロギー上の問題でス

カウト活動を中止せざるを得ないような対立がありま

して、一時は団の存続問題となりましたが、関係者の

方の大変な努力とご苦労により、一応の解決をみて、

現在はほぼ正常な団運営、隊の活動も可能となりまし

た。多くの方々にご心配をかけまして申し訳ないこと

と深 く反省をしております。            _
大人達の問題でスカウト活動に支障がある場合一般に

夏のキャンプの時期にはスカウ トにどう説明し、ど

う対処するのか、大変な苦労を経験しました。

この時期に考えましたことは、スヵウト活動の原点は

何かとぃうことであります。

「ちかいとおきて」の実践が日頃から正しく実施され

ているならば、解決の時間も方法もより簡単ではなか

ったかと思います。

伝統のある団であれば、又スカウト精神 とは何かが充

分理解され実践されている団では、問題はほとんどな

いでしょうが、人間社会、組織である以上時として基

本、原点からはなれたところで問題が発生することは

あり得ることです。

団の運営について最近感じましたところをまとめま

すと、

「そなえよつねに」              ― ~

という言葉、意味と重要さをもう一度メ、まえ努力を続

けたいと思います。

*浜松第26団 *ぼ くらのスカウティング
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第 i4回オース トラリア
ジャンポリーに参加 して (続 )

浜松11団 鵜飼 一博

その後28日 、29日 はキャンベラとメルボルンの観光

を行った。観光よりも思い出深いものは、なんといっ

てもプロペラ機にのったことだろうと思う。ジェット

コースターよりも恐いと思う。あの飛行は、のった者

しかわからない恐怖感がある。ところでキャンベラは

政治だけの都市であるから、僕にとっては見がいのな

かった町に感じた。メルボルンは、古い町並がつづき

なんともロマンチックに感じた。

そして30日 ついにシドニーから南に約70Kの ところ

にあるカタラクト・スカウト・ベークにキャンプ・イン

した。バスでキャンプサイトまでいくにみんな、見慣

れぬ東洋人がのっている僕らのバスを奇妙そうに見、

手を振ってくれた。バスからおりると、
｀
時計をかえて

くれ
″
とか ワ`ッペンを交換しよう

″
などと何十人者

小供が集まってきた。これにはみんなとても驚いた。

日本人がこんなに人気者とはだれもが予想していなか

ったことだからだ。オーストラリアのスカウト達が荷

物をはこぶのを手伝ってくれてサイトにいった。そし

て昼食は用意されていたものをもらい、ゲー トやポー

ル等の作成に 2日 間とりかかった。僕はすべてが初め

てで班長等の指示にしたがう他なかったが、また 1つ

技術をおぼえた。その間も日本サイトを訪れるオース

トラリアのスヵウトの数はやむことはなかった。日本

とちがって驚いたことは、日が 8時半まででているこ

とだった。そのため、日本でのキャンプとはちがい行

動できる時間が長 くてとてもよかった。(半面、長 くあ

ると思ってだらける面もでるが、)

そして31日 夜、開会式が始められた。何十 mも の大

スクリーンでステージを写し、後ろの方までわかるよ

うにしてあったり、常にミュージックはたえることな

くかけられ、司会はスカウト達により、日本とちがら

て外国のはでさがうかがわられた。

ジャンボリーが始まり、当番制で料理などをやるこ

とになった。料理は英語のメニューがよめず、はじめ

はとてもまごついた。料理は、すべて肉類 (ス テーキ、

ハム、ソーセージ等)と 野菜とジュース、パン又はコ

ーンフレークと簡素で味気ないものばかりの毎日だっ

た。この時ばかりは、ご飯のなつかしさにすべての者

がかられた。

なお31日 の夜はだれもが起きていて、1日 になるやヤ

カン等を鳴らし ハ`ッピー・ニュー 0イ ヤー
″の連発だ

った。

ジャンボリー期間中は、アクティビティとスワップ

・ ミールとで時間がすべていった。アクティビティで

は、自転車 トライアル (モ トクロス)ロ ーラースケー

ト (バスでローラスケー ト場までいき半日遊んだ)ウ

ォータースライド (水が流れている滑り台 (80mは あ

ろうかほどの)に頭からすべる)チ ャレンジバレー(ど

ろんこの中をすすみながら、幾つかの関門をクリアす

る)な どいろいろなものを体験した。スワップ・ ミー

ルではオーストラリアのそれぞれの隊からもてなされ、

一諸に会話をしながら食事をしてきた。又夜のコンサ

ー トや、お国の曲芸などで毎夜、かん声がスカウトパ

ークいっぱいに響きわたっていた。その中で思ったが

オーストラリアの子らは素直なおや、つまらなかった

りするとすぐブーイングを発していた。しかし、歌な

どになると立ちあがり頭の上で手拍子とるほどの熱狂

ぶりをみせてくれた。

その他、自由時間では常に訪ずれてくるスワッパー

とのワッペンの交換で時間がすぎた。僕は日の九と3

つのオーストラリアのワッペンとかえたりで
｀
悪徳ぶり

をみせた。(し かし、向こうの方が日の丸ほしさに 3つ、

4つ とだしてくるのである。)

ジャンボリー中はいきあうどの子も G`00d day″ と

いってあいさつしてくれた。とても友好的だったのを

一番覚えている。

そして閉会式を終え、スカウトパークをあとにし、

再びシドニーに向かった。シドニーでは班単位でみや

げを買いに歩いたりした。夜は、お世話になったホー

ムスティ家族 とお別れパーティーを23時 までやったの

を鮮明に覚えている。このシドニーでの 2日 でタクシ

ーにお金をごまかされたりもした。帰国するのが嫌に

なったほどオーストラリアに愛着心を抱いた。

シドニー空港での別れの時はとても悲しく現実 (勉

強しなければならないこと)に戻るのが嫌で心で泣い

てしまった。

僕にとってのこの19日 間の海外での旅は、知らぬこ

との多い僕に様々な思い出と経験、桃戦を与えてくれ

て非常によかったものだと思う。また機会があれば見

知らぬ世界へいきたいものと思う。



-14-
し

し
た
正
果
を
を
れ
務
こ
義
も

他人を助け,卒直で,正直でヮ
く続ければ,神のみ心がわかり,

快活で勇敢であれ。いつ｀
報いを得られるであろう。 一第105号 一

SEN10R D00R
激流に挑む お薦めカヌー

浜松 6団シニア隊隊長 [寺本   昇

シニア ドアーファンの皆さん、今回は私達が昨年の

夏に行ったカヌーによる気田川下 りについてご紹介し

たいと思います。題して『絶対お薦めカヌー気田川下

り情報』

午前10時 45分、予定より遅れること1時間15分 、私

達はあわただしく秋葉山下社まえをスター トした。ゴ

ムボー トが先導しスカウトの乗った4艇のカヌーが続

く。初めゆったりとしていた流れも川幅が狭くなるに

つれ白波をたてる。下に岩が有るためだ、私達は吸い

込まれるように流されて行 く。心臓の ドキドキだけが

聞こえる。流れは右に左に蛇行しながらすすむ。その

たびに雑本の林から崖崩れの跡そして杉林へと次々と

様子が変わる。自然の中で生きているのではない、生

かされているのだという気がしてくる。川に挑戦して

いるんじゃない、自然はほんのちょっとの間その手の

ひらに俺達をのせて遊ばせてくれているのだという気

がしてくる。初めは緊張ぎみだったスカウトたちも歓

声をあげながら流れて行 く。既にゴムボー トの先に出

ている。流れは直線になリー気に私達を運ぶ。軽
′
1央な

気分にひたっているその時前方で何やら叫ぶ。ブッシ

ュが左岸から川の上にまでおいかぶさっている。しか

も、右側が浅 く左側は深い、左に流される。身の軽い

カヌーはうまくかわしたらしい 1艇 2艇 と向うに見え

る。ゴムボー トはそうは行かないパ ドリングしてもだ

めだ、吸い込まれて行 く、ガガガー岩に衝突してバラ

ンスを夫う「しまった」ボー トは大きく回りだした、

バシバシバシバシ頭上を小枝が飛んで行 く、体をうず

めてしのぐしのぐ。

虐、も付かぬうちに再び難所だ。直線だった流れはそ

の先で岩山にぶつかり、盛
°
り上がって直角に右に押し

出される。 10203と 木の葉のようなカヌーがすり
ぬけて行く、4艇めが水圧に負けて沈した。オレンジ

色のヘルメットが見え隠れする。「無事にいってくれ」

心で叫ぶ。100mほ ど流されたが無事に接岸。「大丈夫か

―」「死ぬかと思ったわ―」。

午前H時 45分中島神社付近で休憩、昼食をとる。午

後 1時 15分再び流れにのる。

行程の半ばを過ぎたころから釣人の姿が見えるよう

になった。左右にかわしながら進む。静かに、1真重に

パ ドリンパする。

栗島上付近、またしても難所だ、水中の所々から二

抱えもあるような岩がにょきにょきと露出している。

それらは等間隔にならび、しかもみな異様に背が高い。

亡霊のようだ、気味が悪い。り||の流れをいくつにも分

断している。流れは岩の手前で沈み込み岩にぶつかっ

ってはせ り上がり、左右に分かれ押し出される。カヌ

ーが挑む。流れに引きずられてバウが沈み込んだと思

うと、次の瞬間カヌー自らの浮力ではね上がる。バコ

ーン・バコーン、何度も何度も繰 り返される。

亡霊の谷をぬけると一気に視界が開けてくる。川幅

は広く、水深も浅い。さざなみさえたたない。鏡の上

を滑るようだ。カヌーは川幅いっぱいに広がって進む。

空は青 く、高い。静寂が続 く。スカウト達は今日の健

闘を自ら讃え、充実感に浸っているようだ。ほう』、つ

とさせる一時、自然は優しくもある。

頭上に赤い吊り橋。この橋を過ぎればあと一定、だ。―

やがて川幅も狭まり、流れも激しくなる。スカウト達

の技術も今日一日で随分あがったようだ、心配は要ら

ない。そのまま一気に下 リゴールヘ。午後 3時 05分気

田川橋下に無事到着。

全行程約12km。 この日沈したスカウトのべ 3人。す

りきずを負ったスカウトー人。パ ドルニ本損傷。カヌ

ーー艇にひびが入った。しかしそれに替えられないも

のを私達は得たような気がします。勇気と、このうえ

ない満足感と、自然のパワーそして優しさ。

皆さんもぜひチャレンジしてみてはいかがで
｀
すか。

Informatiom

カヌーでの川下 りには最低 3回の練習が必要だと思

われます。カヌーの練習に良いと思われるポイントを

紹介しましょう。

☆天竜相津マ リーナ  TEL05392-3-0544
船明ダム湖東国道152号線ぞいに位置し、静水なので

初めてカヌーに乗るのに適している。初めはマリーサ

内で練習し、1貫れてきたら水路を通って船明ダム湖に
~

行 くこともできる。使用料はカヌー持ち込みの場合 1

艇 1日 500円 、賃貸は 1艇 1時間以内500円 、以後30分超

過ごとに200円 。雨天の時は使用禁上になる場合がある

ので要注意。

☆阿多古川

阿多古中学付近から天竜川との合流点付近まで、合

流点より200mほ ど上流の橋桁を目印にするとよい。中

学より川上では岩が露出していて危険。雨天でも水は

濁らず、水量も一定している。但しシーズン中はアユ

釣の人が多い。

☆気田川

天候によって水量がかわる。雨天では少し濁る。ア

ユ釣は他の川より遅れぎみ、とも釣は同じだが、えさ

釣は 8月 1日 解禁である。
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浜松地区進歩かべかけ表 その2
浜松地区進歩委員長  山  中  1消自 一

昭和 61年 9月 30日 現在の浜松地区各団の各隊の進歩状況の調査結果が別表の通り、集計が出来ましたので
報告 します。

6月 30日 現在の調査結果と比べると、cs隊は 3名減、BS隊では 87名 減、 Ss隊は 76名の増、合計 14名
減の 1,255名 です。

ビーバースヵゥ トについては、 1年生 27名 、 2年生 29名 の合計 56名 で、 6月 30日 現在と比較 して 1名増
です。ビーバースカウ トについては末報告団が 3ケ団ありますので、実数は更に多くなります。次回はより正
確な報告が出来るよう、各団の一層の御協力をお願いします。

昭和 6i年度 浜松地区スカウト進歩・進級一覧表 浜松地区進歩委員会

昭和61年 9月 30日現在 太字は各隊の比率を示す

区分

団号

総

合

計

小 3年 小 4年 小 5年
合

計

小 6年 中 1年 中 2年 中 3年
合

計

中
3年 高 1年 高 2年 高 3年 i

合

計
りす うさざ りす うざ りす 初 初 初 菊 初 菊 隼 隼 隼 富 士

浜松  1

引佐

細江  1

可美 , 1

合 計。①

構成比②

%
①

②
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7月 28日 帽)

7月 31日 困

8月
を
8日 0

8月 8日 翻

8月 10日 lE)

8月 11日 明)

8月 12日 ω

8月 14日困

明 1日 同

8月 15日 圏

8月 17日 (日 )

8月 19日ω

8月 20日 因

8月 21日 困

8月
13日
田

24日 (日 )

8月 25日 明)

8月 26日 ω

8月 28日 困

8月 29日 6

8月 31日 18)

9月 2日 例

9月 4日閑

9月 5日 0
9月 7日 lB)

9月 12日 0
9月

|::冒

9月 17日 困

9月 18日 困

9月 19日 0

9月 20日 田

9月 25日 困

9月 30日 ω

10月 3日 関

10月 4日 田

第 10回 ヒルモント派遣

組織拡張委員会 (法林寺 )

第 9回 日本ジャンボリー(南蔵王 )

東小地区委員会 (松江会館 )

ヨット講習会Ⅲ (寸座マリーナ)

地区大会委員会 (法林寺 )

地区名誉会議 (法林寺 )

地区コミ会議 (法林寺 )

県第 15回アドベンチャーキャンプ

(県西部 )

BSリ ーダー会 (法林寺 )

南小地区委員会 (若林会館 )

地区大会委員会 (法林寺 )

地区面接・進歩委員会 (法林寺 )

ビーバー・CSリ ーダー会 (南部公民館 )

財政委員会 (法林寺 )

地区委員会 (法林寺 )

ヨット講習会Ⅳ (寸座マリーナ )

野営行事委員会 (法林寺 )

9NJ反省会 (コ ンコルド浜松 )

地区大会委員会 (法林寺 )

SSリ ーダ絵  (青年婦人会館 )

アマチュア無線クラブ委員会 (法林寺 )

ヨット補講 (寸座マリーナ )

地区コミ会議 (法林寺 )

地区協議会 (社会福社会館 )

東小地区委員会 (松江会館 )

地区大会 (浜松城公園 )

ビーバー・ CSリ ーダ■会(浜松市天文台 )

WB研修所 SS 13期 (太田山野営場 )

西小地区委員会 (12団団ルーム )

楽器研修会 (法林寺 )

地区委員会 (法林寺 )

BSリ ーダー会 (法林寺 )

地区大会反省会 (法林寺 )

SSリ ーダァ会(青年婦人会館 )

南小地区委員会 (若林会館 )

太田山野営場管理運営委員会 (法林寺 )

東地区委員会 (松江会館 )

地区コミ会議 (法林寺 )
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〒430浜松市i海老塚2-9-16
編集発行責任者   石  津  宏
印  刷  所   三 富 印 刷 帥
日召和61年 10月 25日 発イ子

10月 5日 (日 )

10月 8日 因

10月 14日 関

10月 15日 因

10月 16日 閑

10月 18日 田

を
10月 19日 (日 )

10月 21日 ω

10月 23日 因

ロープワーク研修会 (天竜公民館 )

小州Xリ ーダー会 (東 曳馬公民館 )
(南 若林会館 )
(西 北部公民館 )

地区コミ会議 (法林寺 )

(法林寺 )

西小地区委員会 (12団団ルーム )

地区委員会 (法林寺 )

第29回 30TA。 (青少年の家)

地区面接・進歩委員会 (法林寺 )

南小地区委員会 (若林会館 )

これからの予定

11月 2日 (日 )

11月 8日 0
を
9日 (日 )

11月  9日 (日 )

11月 22日0
2

24日帽)

11月 23日 lB)

を
24日 明)

11月 30日 (日 )

12月 14日 lB)

1月 8日 困

1月 24日 田
を
25日 (日 )

2月  1日 lE)

2月 8日 lH)

3月 1日 (日 )

3月 21日 田

t

22日 (日 )

3月 21日 田

t

23日 明)

こどもフェスティバル(佐鳴湖周辺 )

第8回救急法講習会 (若林会館 )

東小地区運動会 (与進小グランド)

市音楽祭奉仕 (四ツ池陸上競技上 )

団委員長特修所第 10期 (静岡 )

SSリ ーダー特別研修会 (中央アルプス )

ビーバープログラム説明会 (曳馬公民館 )

西小地区新入隊員募集説明会

(青少年の家 )

トリック研修会 (南部公民館 )

登録事務説明会 (法林寺 )

第鍮 急法講習会

歌研集会

指導者講習会

登録事務受付

sS室内集会

娠 ヨ1朧祀闘腱ヨ


